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対
抗
意
識
を
め
　
ぐ
　
っ
　
て
1

稲

　

　

田

利

は

　

じ
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に

葬
清
の
あ
と
を
継
哀
し
、
四
代
将
軍
と
な
っ
た
足
利
董
持
は
、
そ
の
周
辺

に
、
能
楽
・
田
楽
な
ど
の
著
名
な
芸
闇
人
を
庇
持
す
る
と
と
も
に
、
五
山
禅
僧

・
歌
僧
な
ど
と
も
緊
密
な
交
誼
を
か
さ
ね
て
い
た
。
こ
の
童
英
の
な
か
に
、
南

朝
の
旧
臣
群
雲
と
、
東
福
寺
の
侶
二
止
徹
の
二
人
の
歌
僧
も
各
ふ
、
重
密
な
位

音
を
し
め
て
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

歌
送
を
も
っ
て
、
世
に
対
処
す
る
、
二
人
の
関
係
を
み
る
と
、
正
徹
は
、
老

歌
人
耕
雲
に
対
し
、
か
な
り
対
抗
的
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
対
抗
意
識
の
分
析
理
解
は
、
正
徹
の
人
間
性
、
社
会
的
位

置
な
ど
を
鮮
明
に
さ
せ
う
る
、
あ
る
視
角
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
思
う
。

以
下
、
正
徹
が
耕
雲
に
む
け
た
対
抗
意
識
の
背
景
を
、
主
と
し
て
、
当
時
の

歌
壇
の
動
向
の
中
で
把
握
し
、
そ
の
意
味
を
考
察
し
て
み
た
い
。

一
資
料
　
の
　
検
討

先
に
、
正
徹
は
耕
雲
に
対
抗
意
識
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
実
は

二
人
の
関
係
を
示
唆
す
る
資
料
は
、
き
わ
め
て
稀
少
で
「
草
根
鷺
」
と
「
正
徹

物
語
」
に
、
各
々
一
個
所
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
正
緩
側
の
資
料

で
あ
る
た
め
、
相
互
の
人
間
感
情
の
認
識
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
「
茸
私
怨
」
　
（
墾
ニ
）
の
記
事
か
ら
引
用
、
含
昧
し

て
ゆ
く
。

当
初
、
長
谷
寺
に
一
七
日
参
庸
し
侍
て
下
向
の
後
、
将
肋

り
L
に
「
此
度
初
稲
に
て
い
か
な
る
歌
を
か
」
と
仰
せ
ら
れ
し
にナ琵
少シ院

÷
・一64－

侍
る
歌
の
中
に
、

凹
な
げ
く
ぞ
よ
夢
の
四
十
年
も
は
つ
せ
山
を
の
へ
の
鎚
の
牢
を
か
ぞ
へ
て

佃
祈
こ
し
法
の
し
る
L
も
此
度
ぞ
み
つ
と
も
忠
ふ
ふ
た
も
と
の
す
ぎ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

此
詠
歌
群
雲
和
筒
「
さ
し
て
き
こ
え
ず
。
そ
の
う
へ
む
か
し
よ
り
て
と
ゝ
ま

り
内
へ
1
0
）

り
て
よ
き
歌
な
し
」
と
申
さ
れ
侍
る
。
後
こ
の
よ
し
を
た
づ
ね
お
は
せ
ら
れ

ひ
き
（
内
1
5
・
事
）

し
か
ば
、
ふ
と
う
か
ぶ
ま
ゝ
に
二
百
。
申
さ
れ
し
侍
（
内
1
0
・
1
5
・
書
）

㈲
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

初
日
く
る
れ
ば
あ
ふ
人
も
な
し
ま
さ
き
ち
る
嶺
の
嵐
の
お
と
訂
し
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

掻
同
頃
の
秋
六
角
棄
洞
院
と
高
倉
の
北
の
つ
ら
の
草
庵
よ
り
春
日
西
洞
院
な
る



所
に
う
つ
り
す
み
侍
る
。
ノ

（
緩
翳
建
窯
崇
拝
句
読
点
・
濁
点
は
私
に
付
し
た
。
他
本
に

。
書
1
誓
陵
郎
十
七
仰
木
・
内
1
0
－
内
閲

文
琵
十
冊
太
・
内

－
同
文
兢
十
五
冊

長
谷
等
参
舘
下
向
の
際
、
将
軍
家
を
訪
れ
た
正
徹
は
、
肪
罠
院
（
黄
持
）
よ
り
、

長
谷
寺
で
の
詠
歌
の
提
出
を
怒
望
さ
れ
、
す
ぐ
に
の
仏
の
二
百
を
示
し
た
。
そ

れ
を
耳
に
し
た
耕
雲
は
、
こ
の
歌
が
、
ぎ
し
て
秀
逸
で
な
い
と
批
判
す
る
と
と

も
に
・
昔
よ
り
「
て
」
止
め
の
歌
で
、
秀
歌
は
な
い
と
い
う
見
解
を
開
陳
し

た
。
そ
の
後
、
責
指
は
、
正
徹
に
群
雲
の
事
心
兄
を
伝
え
ら
れ
た
も
よ
う
で
あ
る

が
、
正
徹
は
そ
の
時
、
即
座
に
、
業
平
（
古
今
環
七
四
七
）
と
俊
頼
（
新
古
今

集
五
五
七
）
の
人
口
に
胎
灸
さ
れ
た
「
て
」
止
め
の
名
歌
を
も
っ
て
、
耕
雲
の

妄
言
を
暴
露
し
た
こ
と
を
回
想
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
際
、
正
徹
の
歌
が
、

耕
雲
の
指
摘
の
ご
と
く
－
陳
腐
な
歌
で
あ
る
か
ど
う
か
、
古
来
「
て
」
止
め
の
歌

に
秀
歌
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か
、
こ
こ
で
は
特
に
論
じ
な
い
。
重
顔
な

こ
と
は
、
こ
の
、
だ
料
か
ら
響
い
て
く
る
、
正
徹
の
耕
雲
に
対
す
る
対
抗
的
な
感

情
を
感
受
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
自
認
的
阿
恕
録
に
は
、
そ
の
時
の
黄
持
や

群
雲
の
反
応
状
況
は
一
言
た
り
と
も
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
が
、
そ
れ
だ

け
に
、
か
え
っ
て
、
持
戒
あ
る
老
歌
人
の
良
を
鋭
く
突
．
い
た
、
正
格
の
両
目
控
如

た
る
姿
が
群
か
で
あ
る
。

こ
の
興
味
あ
る
逸
話
の
成
立
年
時
は
、
従
来
、
未
詳
だ
っ
た
が
、
幸
い
、
新

作
料
「
松
下
環
」
　
（
田
立
門
全
図
岩
館
蔵
）
遠
1
）
の
山
現
に
よ
り
、
ほ
ぼ
椛

買
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
2
）
。
「
放
下
莞
」
　
（
第
一
冊
）
に
は
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

応
永
三
十
一
年
九
月
五
日
清
良
六
角
某
洞
院
と
高
倉
と
の
問
北
原
辻
輿
草
庵

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

右
て
住
拾
（
中
路
）
次
の
秋
八
月
春
日
西
洞
院
と
町
と
の
問
再
感
に
草
庵
立

住
拾
（
ふ
）

と
、
正
徹
の
草
庵
移
転
を
指
元
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
を
、
先
の
　
「
草
根

．一一‥

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

票
」
の
※
の
事
項
と
紹
合
す
る
と
、
応
永
三
十
二
年
項
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
際
に

な
っ
て
こ
よ
う
。
時
に
、
正
徹
四
十
五
才
の
、
血
気
盛
り
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

耕
雲
は
す
で
に
、
八
十
の
齢
を
重
ね
た
老
歌
人
で
あ
っ
た
。

さ
て
い
こ
の
資
料
だ
け
で
、
二
人
の
問
に
流
れ
る
感
情
を
云
々
す
る
の
は
、

早
計
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の
「
正
徹
物
語
」
の
回
想
録
を
み
る
に
お

よ
ん
で
、
正
徹
に
対
抗
意
識
の
内
在
し
て
い
た
可
控
性
は
、
さ
ら
に
濃
厚
と
な

っ
て
こ
よ
う
。定
家
掴
、
忘
恋
、

忘
れ
ぬ
や
さ
ほ
忘
れ
け
り
我
が
心
夢
に
な
せ
と
ぞ
い
ひ
て
別
れ
し

是
又
（
多
・
神
・
買
・
島
）
　
　
　
※
，
，
，

の
顎
も
急
度
心
得
が
た
き
討
也
。
陪
琵
院
の
拗
時
予
と
窯
議
了
這
、
此
警
世

掛
尋
ね
あ
り
L
に
、
両
人
申
し
た
り
し
趣
か
は
り
た
る
也
。
其
比
洛
中
に
沙

汰
有
り
L
は
、
予
が
申
し
侍
り
L
は
、
毎
叶
ひ
た
る
と
云
霊
予
が
申
し
侍
り

な
せ
へ
巾
見
）

L
は
、
人
と
契
り
て
更
に
う
つ
ゝ
と
も
な
し
、
た
ゞ
夢
に
な
し
な
ん
と
い
ひ
し

ナ
シ
（
寛
・
島
）

を
忘
れ
ぬ
は
さ
ら
に
は
忘
れ
た
る
也
。

’

　

°

　

°

　

°

さ
ら
ん
に
は
（
多
・
神
）
　
ナ
シ
へ
寛
）

。
夢
に
な
し
て
忘
れ
よ
と
我
と
い
ひ
て
別
れ
L
が
そ
れ
を
忘
れ
ぬ
は
い
ひ
し

か
申
さ
れ
（
神
）

郡
を
忘
れ
た
る
也
。
（
中
略
）
葦
雲
申
し
侍
り
L
は
「
忘
れ
ぬ
や
」
と
は
人

65

に
対
し
て
忘
れ
た
る
か
と
問
た
る
心
也
云
々

底
本
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
久
雷
神
昇
氏
蔵
菓
崇
調
本
・
校
合
本
は
、

多
1
多
和
文
踵
・
神
1
神
宮
女
揮
・
畠
1
鳥
原
魚
平
文
梼
・
静
1
空
事
買

駈
・
田
A
・
B
－
国
立
国
会
図
書
館
・
帥
J
L
－
究
文
二
年
杭
の
各
本
に
よ
る

※
「
防
l
屋
l
院
の
脚
時
」
は
、
神
∵
多
は
柄
光
院
と
あ
り
、
国
B
・
静
・
島
は

搭
光
院
と
あ
り
、
各
々
相
違
す
る
。
精
光
院
は
、
校
小
校
帝
の
次
の
帝
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
年
時
が
し
っ
く
り
せ
ず
、
ま
た
、
・
損
光
院
な
る
該
当
人

物
も
当
時
み
あ
た
ら
ぬ
。
よ
っ
て
、
院
本
、
国
A
・
内
閣
文
堕
一
本
・
雪



°

　

＿

　

°

陵
部
本
の
本
文
の
ご
と
Y
、
勝
琵
院
が
妥
当
と
思
う
。

糞
持
は
、
定
家
の
難
解
な
歌
を
、
正
板
と
耕
雲
に
、
各
ま
思
兄
を
求
め
ら
れ
た

が
い
両
人
の
見
解
は
相
違
し
て
い
た
。
し
か
し
、
洛
中
で
は
、
正
徹
の
考
え

が
、
よ
り
妥
当
で
あ
る
と
沙
汰
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
も
、
二
人
の
開
陳
し
た
的
訳
の
当
否
は
と
わ
な
い
。
宥
過
で
き
な
い

の
は
、
お
そ
ら
く
、
応
永
末
年
頃
に
あ
っ
た
こ
の
謡
を
「
正
徹
物
語
」
成
立
の

七
十
才
頃
ま
で
、
明
瞭
に
記
憶
を
持
続
し
、
そ
の
自
負
の
念
を
弟
子
な
ど
に
語

っ
て
き
た
事
典
に
あ
る
（
注
3
）
。

こ
れ
ら
稀
少
な
資
料
を
含
味
す
る
と
き
、
正
徹
は
将
軍
義
持
の
足
下
に
あ
っ

て
、
老
歌
人
耕
雲
に
対
抗
意
釣
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て

く
る
。
こ
の
想
定
は
、
単
に
私
の
主
観
的
判
断
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
松
浦
良

俊
氏
も
　
「
右
の
二
条
と
も
お
そ
ら
ノ
、
同
じ
頃
の
出
来
事
で
あ
ろ
う
と
想
像
す

る
。
正
徹
の
的
中
に
は
、
老
歌
人
耕
雲
と
穏
抗
す
る
吾
心
拍
が
は
た
ら
い
て
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
」
　
（
注
4
）
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
際
、
群

雲
の
方
で
も
、
正
徹
に
対
抗
意
識
を
抱
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
耕
雲
側
の
資

料
が
み
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
断
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
二
人
の

年
令
差
は
、
実
に
三
十
余
年
、
そ
の
う
え
、
耕
雲
は
蓑
持
の
寵
愛
を
一
身
に
受
け

て
い
る
こ
と
な
ど
考
慮
す
る
と
、
正
徹
に
徹
し
く
指
抗
す
る
意
識
は
稀
薄
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
「
草
根
蛮
」
に
み
え
る
、
耕
雲
の
正
徹
の

和
歌
批
判
に
は
、
彼
が
決
し
て
好
感
を
も
っ
て
正
徹
に
対
処
し
て
い
な
か
っ
た

雰
囲
気
が
感
知
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
正
徹
の
耕
雲

に
む
け
た
対
抗
意
識
の
視
角
か
ら
考
察
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

さ
て
、
先
の
正
徹
の
対
抗
意
識
の
内
実
と
そ
の
背
景
を
形
成
し
て
い
る
も
の

は
な
に
か
。
そ
こ
に
、
自
分
よ
り
高
い
地
位
、
厚
い
寵
愛
を
受
け
て
い
る
者
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

対
す
る
、
嫉
妬
の
感
情
、
あ
る
い
は
、
将
軍
家
と
い
う
公
的
な
場
を
中
核
と
す
る

ヽ

ヽ

ヽ

名
贅
心
－
堕
言
す
れ
ば
、
正
徹
の
個
人
的
感
情
、
欲
求
の
存
し
た
こ
と
は
認

め
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
正
徹
と
養
持
と
の
交
説
過
程
、
耕
雲

の
経
暦
と
当
時
の
社
会
的
位
訳
を
辿
る
と
き
、
単
に
個
人
的
成
伝
だ
け
で
は
裁

断
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
歌
壇
の
動
向
を
背
景
と
し
て
展
開
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
隋
渕
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

〓

　

正

徹

と

将

軍

義

持

一
介
の
野
楢
歌
人
正
徹
が
、
天
下
の
将
軍
義
持
に
、
い
つ
、
い
か
な
る
因
縁

で
接
近
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
、
必
ず
し
も
的
控
で
な
い
。
「
草
根
賃
」

（
巷
一
）
に
よ
る
と
、
応
永
二
十
一
年
四
月
、
福
川
道
道
（
清
元
）
家
で
「
頓

語
寺
法
楽
千
首
」
が
催
さ
れ
て
い
る
が
」
従
来
、
こ
の
法
楽
読
会
に
参
加
し
た

歌
人
、
並
び
に
詠
歌
は
、
「
草
根
空
」
に
所
収
し
た
豆
徹
の
歓
、
六
十
首
以
外

は
不
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
調
査
し
た
、
金
刀
比
鐸
官
社
窮
所
蔵

ヽ

　

ヽ

「
桧
山
千
首
短
冊
」
　
（
現
存
五
十
七
枚
）
は
、
こ
の
各
歌
人
の
自
整
奉
納
短
冊

な
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
注
5
）
。
こ
の
控
料
は
、
早
く
「
古
今
讃
岐
名
勝
図

絵
」
　
（
注
6
）
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
添
書
に
、

桧
山
千
首
短
冊
（
今
存
五
十
七
枚
）
征
夷
大
将
軍
内
大
臣
従
一
橙
源
朝
臣
義
持
上

と
記
録
し
て
あ
る
。
糞
持
の
官
位
（
注
7
）
か
ら
み
て
も
、
こ
の
流
出
は
、
後

世
の
人
の
付
加
で
な
く
、
そ
の
当
時
か
ら
、
千
首
短
冊
と
共
に
頓
証
寺
に
軍
納

さ
れ
て
い
た
も
の
を
「
古
今
讃
岐
名
勝
図
絵
」
の
編
者
あ
た
り
が
み
つ
け
、
書
き

と
ど
め
て
く
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
駅
髭
霊
望
）
。
こ
れ
か

ら
み
る
と
「
頓
記
寺
法
楽
千
首
」
は
、
細
川
清
元
の
勧
進
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
同
時
に
、
糞
持
も
淡
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
、
こ

の
頃
、
直
接
面
識
を
も
た
ぬ
ま
で
も
、
庄
徹
の
名
は
、
葦
持
の
耳
に
入
っ
て
い

た
可
能
性
が
で
て
く
る
。
同
様
に
、
そ
の
年
の
十
二
月
「
頓
詣
寺
法
楽
百
百
」
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（
続
類
従
巻
三
八
四
）
の
歌
会
に
も
正
徹
は
出
座
し
て
い
る
が
、
「
後
鑑
」
所

収
「
頓
詔
寺
法
楽
和
歌
陵
」
に
い
う
と
こ
ろ
の
、

頓
謹
寺
額
邦
拗
法
楽
百
首
和
歌
事
。
問
防
人
遺
依
＝
申
沙
汰
㌔
御
厩
之
次
第

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

殊
以
珍
重
候
。
就
′
中
額
事
。
室
町
殿
御
執
買
之
問
。
依
レ
被
け
染
一
恵
撃
。
被
り

別
〓
進
御
製
一
俵
（
以
下
略
）

は
、
多
分
、
こ
の
時
の
法
楽
歌
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
黄

特
は
関
与
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
直
接
面
詰
を
も
っ
そ
い
た
か
ど
う
か
を
責
付
け
る
資
料
に
は

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

遭
遇
し
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
応
永
二
十
一
年
頃
、
E
徹
の
名
は
、
す
で

に
薫
持
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
正
徹
物
語
」
に
は
、
さ
ら
に
、
懐
紙
の
重
ね
具
合
を
め
ぐ
り
、
次
の
追
想

を
綴
っ
て
い
る
。

勝
琵
院
の
御
時
、
飛
鳥
井
殴
、
官
は
中
納
言
、
位
次
は
望
一
位
に
て
侍
り
L

を
、
岩
村
院
の
官
領
に
て
侍
り
し
上
に
重
ね
侍
り
し
か
ば
、
既
天
下
の
奉
行

た
る
上
は
飛
鳥
井
殿
よ
り
も
上
に
重
ぬ
ヾ
き
よ
し
仰
ら
れ
し
か
ど
も
、
官
餌

は
参
議
に
進
ぜ
ら
る
ゝ
問
、
葦
門
よ
り
上
に
は
重
ぬ
べ
か
ら
ざ
る
よ
し
申
し

て
、
路
に
簸
引
な
か
り
け
る
也
。

こ
れ
は
、
多
分
、
糞
持
の
面
前
に
、
飛
鳥
井
殿
（
雅
縁
）
と
岩
栖
院
（
清
元
）

と
が
出
座
し
た
歌
会
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
二
人
の
官
位
記
載
を
信
用

す
れ
ば
、
応
永
十
九
年
か
ら
二
十
八
年
頃
の
話
と
な
る
が
（
注
8
）
、
正
徹
自

身
の
直
接
体
験
か
、
あ
る
い
は
伝
聞
に
よ
る
も
の
か
判
然
と
し
な
い
面
も
あ
る

の
で
、
参
考
資
料
と
し
て
投
出
す
る
に
と
ど
め
る
。

二
人
の
関
係
を
示
唆
す
る
資
料
は
、
以
上
辿
っ
て
き
た
も
の
と
、
先
に
引
用

し
た
「
草
根
要
」
　
「
正
徹
物
語
」
程
度
で
あ
る
が
、
次
に
、
正
徹
が
勇
持
に
接

近
し
た
契
機
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

r

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

こ
の
点
に
関
し
、
二
人
の
掟
介
役
と
な
っ
た
の
は
、
細
川
清
元
で
は
な
か
っ

た
か
と
い
う
推
定
が
井
上
宗
雄
氏
に
よ
っ
て
掟
元
さ
れ
て
い
る
が
（
注
9
）
、
義

持
と
清
元
、
溝
元
と
任
徹
の
各
々
の
親
密
な
関
係
か
ら
し
て
、
そ
の
可
柁
性
は
十

分
認
め
ら
れ
る
。
政
治
上
で
は
、
腎
餌
と
し
て
、
常
に
糞
持
と
接
触
し
て
い
た
清

元
は
、
．
さ
亮
、
莱
指
の
供
を
し
て
商
都
に
下
向
（
蠣
望
欄
一
票
）

葦・つ　（　　（
」　た　日後廿寵
－．　・．－．．＿　ノ具雨少ごL

二三輿望四冒
応満崎所
炭置東嶺・記
廿准書　入
五后＼J

一
方
、
考
持
自
身
、
清
元
邸
を
訪
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ

重
甑
四
「
島
根
県
晶
略
神
社
に
も
参
詣
し
て
い
る

（
描
柑
詔
詣
十
．
十
六
）
、
の
御
様
子
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

・日
正吉己

．
廿
三
）
。
清
元
の
死
報
に
接
し
た
覇
指
は
「
雛
訃
掛

こ
の
親
密
な
関
係
か
ら
す
る
と
「
此
管
領
和
歌
ノ
数
寄
異
他
也
」
（
醍
防
枝
葉
抄
）

と
批
判
さ
れ
る
ほ
ど
、
歌
遺
に
陶
酢
し
た
清
元
の
こ
と
で
あ
る
、
か
ね
て
知
遇

を
得
て
い
た
歌
僧
正
徹
を
、
萄
路
に
ひ
き
あ
わ
せ
た
経
路
は
、
白
か
ら
鮮
明
に

な
っ
て
く
る
。

正
徹
は
、
す
で
に
、
応
永
二
十
一
年
頃
（
頓
語
等
法
楽
歌
）
、
清
元
邸
に
出

入
し
、
彼
と
一
応
の
面
識
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
個
人
的
に
、
よ
り
親
密
に
な

り
、
歌
道
の
こ
と
を
話
し
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
次
の
記
事
か
ら
判
断
す

る
に
、
そ
れ
よ
り
数
年
後
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
清
元
の
三
十
一
二
回
忌

に
襟
し
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

七
と
せ
は
身
に
そ
ふ
影
と
と
も
な
ひ
し
人
の
世
て
ら
す
法
の
灯
火

※

岩
柄
院
に
歌
道
に
よ
り
て
七
十
（
ケ
欺
）
年
の
ほ
と
そ
ひ
侍
し
こ
と
な
り

（
十
十
．
「
昌
㌦
∴
∴
∴
言
二
、
．
）

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

の
歌
と
日
詰
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
清
元
の
逝
去
は
、
応
永
三
十
三
年
十
月
で

あ
る
。
正
徹
が
、
そ
の
時
ま
で
交
際
を
持
続
し
て
い
た
も
の
と
み
て
、
二
人
の

関
係
は
、
死
没
の
七
年
前
の
応
永
二
ナ
六
、
七
年
頃
か
ら
成
就
し
て
い
た
こ
と
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に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
頃
は
、
正
徹
が
、
あ
る
傷
心
を
抱
き
、
美
濃
へ
の

旅
を
試
み
、
帰
洛
し
た
項
に
あ
た
る
　
（
「
な
ぐ
さ
め
草
」
参
措
）
。
と
同
時

に
、
清
元
を
媒
介
と
す
る
、
正
徹
の
将
軍
家
へ
の
接
近
も
こ
の
頃
に
は
た
さ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
応
永
二
十
六
、
七
年
と
い
う
時
期
に
、
正
徹
が
萎
持
に

接
近
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
後
述
す
る
、
冷
兵
家
と
の
間
違
か
ら
み
て
も
、
か

な
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
同
時
に
、
耕
雲
へ
の
対
抗
意

識
の
背
景
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
述
べ
る
前
に
、
群
雲
と
責

持
と
の
関
係
に
視
点
を
移
し
て
み
る
℃

≡

　

耕

雲

と

将

軍

義

持

群
雲
は
、
祖
父
文
貞
公
（
師
罠
）
に
従
っ
て
、
南
朝
に
勤
仕
し
、
宗
艮
親
王

の
企
画
さ
れ
た
「
新
琵
覧
」
の
成
立
に
対
し
て
、
援
助
の
労
を
惜
ま
な
か
っ

た
。
か
か
る
南
朝
公
親
た
る
前
任
を
も
つ
耕
雲
が
、
い
か
な
る
因
縁
で
、
こ
と

も
あ
ろ
う
に
、
足
利
義
持
の
知
遇
を
得
て
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

は
、
興
味
あ
る
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
出
家
の
身
と
な

り
、
政
治
的
な
か
か
わ
り
も
な
い
一
禅
僧
で
あ
っ
た
耕
雲
を
、
そ
の
卓
越
し
た

歌
道
の
名
声
の
ゆ
え
に
、
義
持
が
厚
遇
し
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
疑
問
は
、

そ
れ
ほ
ど
電
視
す
べ
き
性
路
の
も
の
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
耕
雲
と
葦
持
と

の
交
情
を
元
竣
す
る
資
料
は
、
断
片
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
相
当
数
認
め
ら

れ
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
早
い
時
期
の
も
の
は
、
応
永
二
十
年
頃
の
も
の
で
、

葦
持
が
耕
雲
の
「
孟
子
談
義
」
を
敢
聞
し
た
記
事
が
そ
れ
で
あ
る

（
瑠
豊
品
か
讃
一
重
四
）
。
た
だ
「
警
姻
記
」
（
用
等
憫
巴

に
、
耕
雲
が
、
足
利
糞
満
の
歌
に
加
郡
し
た
記
事
が
み
え
る
の
を
勘
案
す
る

と
、
薫
持
と
の
関
係
も
、
応
永
二
十
年
以
前
か
ら
成
就
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
正
徹
と
比
較
す
れ
ば
、
随
分
、
早
く
か
ら
知
遇
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
現
存
す
る
短
料
に
よ
っ
て
認
知
で
き
る
二
人
の
関
係
は
、
や
は
り
、
耕
雲

の
学
問
、
特
に
和
歌
を
媒
介
と
し
て
親
密
化
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
耕
雲
は
、

北
野
社
に
十
五
首
歌
を
、
為
芦
、
宋
雅
と
と
も
に
事
柄
（
習
陵
部
蔵
）
　
（
注
1
0
）

仙
洞
御
会
に
和
警
詠
進
（
棚
娼
議
‥
豊
）
、
十
三
人
廷
臣
の
詠
歌
に

合
叉
謂
㌔
譜
廿
一
）
す
る
な
ど
、
歌
道
に
お
け
る
魔
成
ぶ
り
を
発
揮

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
ど
れ
も
養
持
の
台
命
に
よ
っ
て
い
る
。
一

方
、
応
永
二
十
四
年
の
薫
荷
の
奈
良
下
向
に
従
っ
て
、
貫
大
寺
で
詠
歌
し
て
お

り
（
憫
措
酬
和
和
）
、
「
耕
雲
琵
」
（
偶
監
禦
（
注
目
）
　
に
よ
る
と

詔
の
伊
勢
参
宮
に
も
只
行
、
出
雲
の
晶
崎
（
臓
船
脚
矧
如
）
、
天
の
橋
立

（
真
愚
稿
）
　
に
も
随
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
群
雲
の
は
た

し
た
役
割
は
、
寺
々
へ
の
法
楽
の
奉
納
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
歌
道
か
ら

逸
脱
し
た
場
で
の
活
躍
で
は
な
い
。
耕
雲
は
、
ま
た
、
章
符
の
た
め
に
、
百
首

歌
を
詠
進
し
た
り
（
雲
窓
頂
語
）
（
注
誓
「
耕
等
首
」
（
露
詣
）

こ
斐
川
）
空
早
き
ム
え
て
い
る
か
票
写
本
の
提
供
は
、
和
歌
の
餌
域
に
と
ど
ま

ら
ず
‥
親
長
瑚
記
」
（
葦
軍
）
に
は
、
完
の
要
撃
よ
逐
「
掬

書
」
を
書
写
し
た
由
が
み
え
、
「
御
成
敗
式
目
追
加
」
（
注
1
4
）
　
「
源
氏
物
語
」

へ
注
1
5
）
「
原
中
最
秘
抄
」
　
（
注
1
6
）
　
「
仙
源
抄
」
　
（
注
1
7
）
　
「
源
氏
小
鑑
」

（
注
柑
）
な
ど
も
、
各
々
の
諸
本
の
奥
書
、
班
書
に
よ
っ
て
、
耕
雲
が
哉
符
の

命
に
よ
っ
て
、
書
写
、
進
上
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
献
身
的
な
奉

仕
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
糞
特
が
、
耕
雲
と
接
触
す
る
面
は
、
学
問
、
歌
道

の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
交
誼
は
、
単
に
形
式
的
、
儀
礼
的

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
花
山
院
忠
短
が
投
し
、
嗣
子
な
き
ゆ
え
を
も
っ
て
、

家
系
断
絶
の
危
損
に
凋
し
た
時
、
葦
持
は
、
耕
雲
の
亀
子
を
も
っ
て
相
続
せ
し
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め
、
そ
の
警
救
っ
て
い
る
（
橘
開
脚
記
、
応

・
十
五
・
十

諸
牢
）
。
他
方
、
耕
雲

は
、
重
荷
に
冥
子
な
き
を
、
子
の
日
の
祝
い
歌
で
も
っ
て
将
軍
を
な
ぐ
さ
め
る



な
ど
（
霜
柵
寄
弾
十
一
）
、
そ
の
交
情
は
、
盟
密
で
撃
か
で
あ
っ
た
。

従
来
、
耕
雲
と
薫
特
と
の
関
係
は
、

先
学
の
議
論
文
（
注
1
9
）
の
兢
々
に
も

触
れ
て
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
れ
を
賃
成
し
、
か
つ
、
新
し
い
資
料
も
追
加
し
、

そ
の
過
程
を
便
宜
的
に
ま
と
め
て
裏
元
し
て
お
く
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

年

　

　

　

月

　

　

　

日

の
応
永
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日

払
応
永
二
十
年
四
月
二
十
九
日

五
月
　
四
　
日

㈱
応
永
二
十
一
年
頃
か

糾
応
永
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日

㈲
応
永
二
十
二
年
二
月
　
四
　
日

㈲
応
永
二
十
三
年
八十
一月

十

個
応
永
二
十
四
年
八
～

㈲
応
永
二
十
五
年
九
月

㈱
応
永
二
十
五
年
春

冊
応
永
二
十
六
年
正
月
十
四
日

的
応
永
二
十
六
年
二
月
二
十
三
日

欄
応
永
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

的
応
永
二
十
七
年
五
月
二
十
六
日

紬
応
永
二
十
九
年
十
二
月
二
一
日

的
応
永
三
十
二
年
十
一
月
二
四
日

相
応
永
三
十
三
年
正
月
十
一
日

照
応
永
三
十
一
二
年
四
月
一
二
日

㈹
年
時
不
明

㈹
年
暗
不
明

薫
持
の
命
に
よ
る
書
写
本

関
　
　
　
　
　
　
係

足
利
喪
満
の
歌
に
畏
郡
を
加
え
る
。

叢
持
、
耕
雲
の
「
孟
子
」
談
黄
を
き
く
。

売
持
の
た
め
に
、
百
首
和
歌
を
詠
進
す
。

葦
特
の
命
に
よ
り
北
野
社
へ
十
五
首
歌
を
軍
持
す
。

足
利
清
詑
邸
で
の
七
百
番
訣
合
の
判
者
と
な
る
。

花
山
院
忠
定
が
没
し
、
嗣
子
な
き
た
め
群
雲
の
猶
予
を
以
っ
て
相
続
せ
し
め
る
。

輩
特
の
奈
良
下
向
に
従
い
、
東
大
寺
で
詠
歌
。

葦
持
の
伊
勢
参
宮
に
従
う
。

「
耕
雲
千
首
」
を
売
持
の
命
に
よ
り
書
写
す
。

糞
持
、
耕
雲
の
い
る
南
禅
寺
を
訪
問
す
。

葦
持
の
北
野
歩
留
に
耕
雲
も
参
加
。

仙
洞
榊
会
に
、
葬
持
の
命
に
よ
り
和
歌
を
詠
進
す
。

義
持
に
従
い
、
出
雲
の
国
日
御
崎
で
、
和
歌
を
詠
じ
奉
納
。

奇
特
の
命
に
よ
り
、
十
三
人
の
廷
臣
の
歌
に
合
鮎
す
。

葦
持
の
北
野
参
舘
に
際
L
へ
群
雲
は
、
会
所
に
伺
候
。

輩
特
の
実
子
な
き
を
耕
雲
は
、
子
の
日
の
祝
い
歌
で
な
ぐ
さ
め
る
。

章
持
は
群
雲
に
、
和
歌
山
の
粉
河
等
の
戸
隠
に
詞
を
雪
か
し
め
た
。

「
薄
紅
氏
票
」
に
糞
指
の
命
に
よ
り
円
点
を
加
え
る
。

董
持
の
供
を
し
て
、
天
の
橋
立
で
あ
そ
ぶ
。

鞠
の
書
・
御
成
敗
式
目
追
加
・
群
雲
千
首

仙
瀕
抄
・
源
氏
小
鑑

源
氏
物
語
・
原
中
最
秘
抄

料教
冨
瑚
記

清
濱
澹
后
日
記

雲
窓
碍
語

詠
十
五
百
和
歌

清
宿
酔
后
日
記

看
問
御
記

和
州
旧
跡
幽
考

耕
雲
紀
行

請
家
蔵
琶
白
痴

清
済
准
后
日
記

清
活
准
后
日
記

新
宝
公
記

日
掛
崎
茎
苧

瞑
冨
記

清
市
推
后
日
記

清
清
准
后
日
記

溝
清
澤
后
日
記

滞
経
氏
墓

苑
愚
稿

出
所
・
所
二
減

大
日
本
史
料
七
の
九

続
類
従
補
遺

穏
久
遺
文
置
蔵
か

替
陵
部
蔵

続
類
従
補
遺

後
鑑
史
料
碍
某
所
蔵

む
陵
部
蔵

内
閣
文
駐
他

後
鑑
史
料
大
成

史
料
編
纂
所
蔵（補
注
）

五
山
文
学
全
環

69

（
補
注
）
東
大
史
料
編
茹
所
蔵
「
源
持
氏
倍
ご
は
、
現
在
は
題
賃
が
な
い
が
「
新
後
拾
遺
実
」
「
新
続
古
今
環
」
の
繹
氏
と
あ
る
歌
と
一
致
す
る
と
の
こ
と
（
井
上
宗
碓
氏

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
』
）
。
縦
二
十
三
糎
、
梯
十
五
・
七
短
の
胡
媒
猿
の
写
本
一
冊
で
、
奥
に
「
依
台
命
之
重
加
囲
点
託
　
樹
下
散
人
耕
雲
」
と
あ
る
。



四
　
正
徹
と
耕
雲
の
対
抗
意
識
の
背
景

正
徹
の
耕
雲
に
向
け
た
対
抗
意
識
を
認
識
す
る
に
際
し
、
正
徹
と
呑
持
、
お

よ
び
、
葦
将
と
耕
持
苦
、
各
々
、
別
個
に
説
明
を
試
み
て
き
た
。
そ
れ
は
二
人

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
対
立
感
情
が
、
常
に
、
将
宣
糞
持
を
媒
体
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
気
配
が

感
ぜ
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
現
存
資
料
の
冊
祖
園
に
よ
る
限
り
、
責
持
の
群
雲
に

対
す
る
信
寵
ぶ
り
は
、
正
綾
に
お
け
る
よ
り
も
、
時
拍
的
に
も
早
く
、
は
る
か

に
親
密
で
あ
っ
た
。
応
永
二
十
六
、
七
年
輿
正
徹
が
糞
持
へ
の
接
近
を
は
た

し
た
こ
ろ
、
す
で
に
、
群
雲
の
歌
道
に
お
け
る
社
会
的
名
声
、
と
り
わ
け
、
義

持
足
下
に
し
め
る
位
音
は
、
確
固
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
正
徹
の

対
抗
意
識
の
な
か
に
、
自
分
よ
り
は
る
か
に
信
舶
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

嫉
妬
の
念
が
燻
る
と
と
も
に
将
軍
家
を
足
場
に
、
時
の
歌
道
梓
成
者
を
批
判

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

し
、
逆
に
自
己
を
高
揚
せ
ん
と
す
る
功
名
心
が
混
入
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ざ

る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に
、
当
時
の
歌
壇
の
動
向
の
な
か
で
、
こ
の
対

抗
意
㌫
岩
と
ら
え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
単
に
個
人
的
感
情
だ
け
に
起
因
す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る
だ
け
で
な
く
、
冷
点
家
を
意
識
し
て
、
世
に
対
処
す
る
、
正
徹
の
果
敢
な
姿

が
彷
彿
と
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

応
永
川
の
歌
壇
は
、
冷
克
派
と
二
条
派
の
対
立
感
悟
が
、
再
び
淑
化
し
た
時

期
で
も
あ
る
。
正
徹
の
師
に
あ
た
る
今
川
7
倍
は
、
す
で
に
、
応
永
十
年
頃
か

ら
、
冷
泉
為
努
を
籍
如
し
、
二
条
派
批
判
の
旗
を
か
か
げ
て
い
た
（
注
空
。

葦
持
が
、
応
永
二
十
一
年
二
月
、
為
評
、
突
如
、
耕
損
㌫
三
歌
人
を
し
て
、
北

野
社
に
「
詠
十
五
百
和
歌
」
皇
軍
納
せ
し
め
て
い
る
の
は
、
当
時
の
歌
壇
を
知

る
う
え
で
、
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
先
の
三
歌
人
こ
そ
、
応

永
二
十
年
代
の
歌
壇
の
賃
一
人
者
と
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
為
努
は
冷

英
軍
雪
宋
雅
は
飛
鳥
非
買
を
、
各
々
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、

南
朝
旧
臣
の
前
麿
を
も
つ
耕
票
は
、
他
の
歌
人
達
か
ら
い
か
な
る
立
場
に
あ
る

歌
人
と
し
て
の
位
置
付
を
受
け
て
い
た
か
。
な
る
ほ
ど
、
彼
の
歌
論
書
「
群
雲

口
伝
」
は
「
二
条
伝
統
派
に
対
抗
し
彼
独
自
の
道
と
し
て
の
歌
論
を
樹
立
」

（
注
2
1
）
　
「
璧
草
を
排
し
用
語
の
自
由
を
認
め
、
棒
杭
的
な
二
様
家
の
歌
風
に

反
対
の
立
場
に
あ
る
」
　
（
注
翌
と
規
定
さ
れ
る
面
も
存
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
群
雲
そ
の
人
を
「
反
二
条
派
の
人
々
」
　
（
注
空
の
系
列
に
加
え
る
の
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
歌
論
や
詠
歌
に
、
い
さ
さ
か
二
条
派
的
な
臭
み
を
脱

し
た
点
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
二
条
派
の
釆
列
に
立
つ
宗
艮
親
王
（
注
空
と

の
関
連
か
ら
し
て
も
、
耕
雲
の
二
条
派
的
血
脈
は
争
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ

の
際
、
重
項
な
こ
と
は
、
鷺
宗
吾
心
識
の
内
面
で
は
な
く
、
他
の
歌
人
辻
か
ら

み
た
耕
雲
の
橙
厘
等
あ
り
、
正
徹
な
ど
も
、
耕
雲
は
二
条
派
の
血
脈
を
ひ
く
歌

人
だ
と
し
て
、
接
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
条
派
系
列
の
歌
人
－
そ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

こ
ま
で
規
定
し
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
、
玲
頻
派
と
は
異
班
の
歌
人
と
し

て
、
耕
拍
域
は
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
注
翌
。

薫
持
は
、
決
し
て
、
冷
泉
派
を
排
斥
し
て
は
い
な
い
。
為
芦
は
、
応
永
二
十

一
年
、
環
持
の
命
に
よ
り
、
北
野
社
に
十
五
首
歌
を
軍
約
、
翌
年
八
月
、
「
千

首
和
歌
」
（
舘
千
首
）
（
注
舗
）
を
詠
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
応
永
二
十
三

年
五
月
、
冷
泉
家
は
、
赤
枝
満
祐
管
領
の
抽
川
圧
の
還
付
を
受
け
た
が

70

（
注
2
7
）
、
こ
れ
も
養
指
の
詔
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

正
徹
が
、
将
軍
家
へ
接
近
し
た
こ
ろ
を
、
先
の
考
証
の
ご
と
く
、
応
永
二
十

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

六
、
七
年
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
が
、
冷
泉
家
に
と
っ
て
、
衰
退
へ
の
危
機
を

は
ら
ん
で
い
た
こ
と
は
窯
思
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
小
校
院
歌
壇
の
第
一
人
者

で
も
あ
っ
た
、
崇
は
、
「
歌
道
衰
讐
語
、
不
便
々
々
」
扁
研
一
と
、
r
後

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

蛍
光
院
を
し
て
伐
異
せ
し
め
な
が
ら
、
応
永
二
十
四
年
正
月
二
十
五
日
に
逝
去



し
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
派
を
、
き
び
し
く
論
難
し
、
側
面
か
ら
冷
泉
派
擁
霞

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

を
持
続
し
て
き
た
今
川
了
俊
も
、
す
で
に
、
応
永
二
十
五
年
以
前
に
死
没
し
た

も
よ
う
で
あ
る
（
注
2
8
）
。
為
努
の
子
息
為
之
は
い
ま
だ
脆
弱
で
あ
る
。
「
な

ぐ
さ
め
草
」
の
旅
行
以
後
、
将
軍
家
に
立
っ
た
正
徹
の
脳
裡
を
去
来
す
る
も
の

は
、
偉
大
な
冷
泉
派
の
頭
首
、
為
芦
、
了
俊
を
、
邦
次
い
で
市
〈
失
し
た
寂
蓼
の

念
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
己
自
身
が
、
冷
泉
派
の
支
柱
と
な
ら
ね
ば
と

い
う
強
い
決
意
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

当
時
、
四
十
才
前
後
の
正
徹
が
、
背
の
び
し
て
ま
で
も
、
耕
雲
に
対
抗
意
識

を
燃
や
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
い
っ
た
歌
星
の
状
況
が
、
底
流
を
な
し
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
こ
の
対
抗
感
情
を
促
進
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
彗
薫
持
の
請
人
待

ヽ

　

ヽ

遇
法
が
考
え
ら
れ
る
。
「
上
杉
憲
実
記
」
　
（
注
2
9
）
に
よ
る
と
、
義
持
を
評
し

ヽ

　

ヽ

「
貫
仁
ナ
ル
生
質
ナ
レ
ハ
」
と
し
て
い
る
が
、
桔
か
に
、
彼
は
、
芸
牝
や
学
送

の
人
に
処
す
る
に
際
し
、
転
川
鍋
な
偏
愛
主
義
に
お
ち
い
っ
て
い
な
い
。
次
期
将

軍
、
売
教
な
ど
と
比
顆
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
い
っ
そ
う
鮮
や
か
で
あ
る
。

例
え
ば
、
木
論
考
の
最
初
に
引
用
し
た
「
茸
択
葉
」
　
「
正
徹
物
語
」
の
記
事

に
み
え
る
薫
持
の
態
度
を
圧
窮
し
て
み
よ
う
。
前
者
で
、
薫
持
は
、
正
徹
の
和

歌
を
尋
問
し
、
そ
れ
を
耕
雲
に
告
げ
、
糾
雲
の
批
判
を
さ
ら
に
正
枝
に
告
げ
る

と
い
う
、
交
互
、
対
等
な
態
皮
を
云
し
、
徒
者
で
も
、
同
一
の
定
家
の
歌
を
、

各
々
、
二
人
に
精
釈
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
待
遇
淡
は
当
時
盛
行
し
た
宗
論
な

ど
の
且
緩
謂
雑
惜
）
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
誓
Ⅶ
惜
す
る

側
で
は
、
自
然
、
競
争
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
薫
持
が
意
識
的
に
、
か
か

る
梓
遺
法
を
施
行
し
た
か
と
う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
す
で
に
幾
度
か

触
れ
た
、
例
の
北
野
社
葬
狛
該
で
、
当
代
の
代
表
的
歌
人
、
耕
雲
、
為
努
、

宋
雅
を
並
列
せ
し
め
た
り
、
ま
た
、
自
ら
の
道
号
、
男
山
の
誠
を
、
時
の
代
表

的
禅
僧
、
仲
芳
円
伊
（
願
望
漫
稿
）
　
（
注
3
0
）
・
肢
揚
方
秀
（
不
二
遺
稿
）

（
注
3
1
）
・
酔
肖
得
巌
（
棄
海
買
糞
鷺
）
　
（
注
翌
の
三
者
を
し
て
作
ら
．
し
め

た
資
料
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
糞
特
は
、
か
か
る
待
遇
法
を
瑠
用
し
た
か
の
よ

う
で
あ
る
。

そ
の
馳
年
に
は
、
二
条
・
冷
泉
な
ど
の
流
派
に
対
し
「
ま
っ
た
く
そ
の
流
れ

に
は
目
を
か
く
べ
か
ら
ず
」
一
肌
整
と
か
「
尤
冷
兵
家
の
随
一
未
馨
れ
ど
も

我
は
何
れ
も
う
る
さ
く
侍
り
、
下
り
は
て
た
る
警
ば
誓
ず
」
一
票
一
（
注

3
3
）
な
ど
、
狭
い
第
m
に
ひ
き
こ
も
る
洗
派
意
識
を
琉
力
排
斥
し
、
批
判
的
態

撃
処
し
た
正
撃
㌢
っ
た
が
（
控
畏
娼
梵
㌫
一
、
四
十
才
前
後
に

あ
っ
て
は
、
や
は
り
、
冷
泉
蹄
を
意
識
し
、
そ
れ
に
荷
担
し
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
正
徹
の
耕
雲
批
判
は
、
彼
の
単
な
る
個
人
的
な
嫉
妬
や
虚

栄
心
を
超
え
て
、
玲
兵
家
を
重
く
意
識
し
、
展
開
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ら
に
、
そ
れ
に
拍
靖
を
か
け
た
の
が
、
蒋
持
の
宗
論
的
請
人
待
遇
法
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
の
定
家
の
和
歌
解

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

釈
を
め
ぐ
り
「
其
比
洛
中
に
沙
汰
あ
り
L
は
、
予
が
申
し
侍
り
L
は
、
猶
叶
ひ

た
る
と
云
三
船
堕
の
間
窪
、
二
人
の
関
係
が
、
欝
の
票
達
に
も
、

広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
背
景
を
暗
一
所
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
立
関
係
が
、
単

な
る
他
人
的
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
く
る
。

「
草
根
梧
ご
に
は
、
応
永
粕
の
正
枝
の
足
跡
が
ほ
と
ん
ど
記
錠
さ
れ
て
い
な

い
こ
も
あ
っ
て
、
正
徴
と
義
持
と
の
こ
れ
以
降
の
関
係
は
景
知
で
き
な
い
が
、

薫
持
の
没
年
ま
で
そ
の
交
誼
は
持
続
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
義

持
と
の
交
情
は
、
瞳
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
正
徴
の
生
涯
に
、
大
き
な
潰

紋
を
な
げ
か
け
た
、
招
大
な
事
件
に
連
結
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
重
大

な
事
件
と
は
「
松
一
「
蛮
」
に
「
備
中
岡
小
田
庄
と
て
痘
惰
あ
り
。
票
措
院
殿
の

御
時
ゆ
へ
な
く
め
L
は
な
さ
れ
侍
り
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
あ
ー
か
る
み
に
で
た
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寿
教
に
よ
る
正
徹
の
草
庵
餌
没
収
等
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
既

に
拙
稿
を
も
の
し
て
い
る
の
で
　
（
注
3
4
）
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
正
徹
の

贅
持
へ
の
摂
近
の
な
か
に
、
そ
の
遠
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
も
ち

ろ
ん
、
没
収
等
件
の
直
接
原
因
は
、
現
在
不
調
で
あ
る
が
、
野
僧
歌
人
正
徴

が
、
将
軍
家
へ
出
入
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
、
か
か
る
欝
件
の
勃
発
に
よ

り
、
重
き
目
に
あ
う
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
も
、
正
徹
の
群
雲

へ
の
対
抗
意
識
は
、
徴
妙
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

お
　
わ
　
U
　
に

和
歌
の
発
想
が
生
活
意
識
に
密
着
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
正
使
の
人

間
性
を
、
和
歌
そ
の
も
の
か
ら
と
ら
え
る
の
は
、
き
わ
め
て
囚
難
で
あ
る
。
残

さ
れ
た
、
質
料
の
制
約
も
あ
ろ
う
が
、
伝
記
研
究
な
る
も
の
は
、
単
な
る
転
料
羅

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

列
に
よ
る
対
象
描
写
で
な
く
、
存
在
と
し
て
の
人
m
∵
－
⊥
作
中
的
人
間
存
在
を

動
的
に
把
捉
す
る
こ
と
へ
の
志
向
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
観
点
に
立
脚
す
る
と
、
先
の
正
彼
の
耕
雲
批
判
は
、
あ
る
恰
好
の
視
角

を
提
供
し
て
い
る
。
人
間
が
折
に
触
れ
て
も
ら
す
、
成
心
恕
・
批
判
は
、
そ
れ
自

体
、
単
な
る
固
着
し
た
言
語
表
現
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
は
、
そ
の
言
葦
に
は
、

そ
の
人
問
の
よ
っ
て
た
つ
、
全
人
路
的
な
、
広
範
囲
で
独
自
な
人
間
存
在
が
凝

質
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
．

先
に
考
察
し
た
正
徴
の
群
雲
へ
の
対
抗
意
識
に
し
て
も
単
な
る
個
人
的
な
感

情
だ
け
で
な
く
、
危
桟
に
正
面
し
て
い
る
冷
班
家
を
念
頭
に
お
い
て
の
行
動
で

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

あ
っ
た
可
桂
性
が
十
分
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
正
徹
の
積
転
的
、
意
欲

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

的
な
姿
勢
、
瞳
気
で
、
排
他
的
な
性
柏
を
刹
那
で
は
あ
る
が
、
鮮
明
化
で
き

、

る
。
か
か
る
人
間
性
が
、
陳
隔
な
伝
統
的
表
現
に
あ
き
た
ら
ず
、
斬
新
な
表
現

を
推
進
し
た
正
和
と
、
ど
の
よ
う
に
関
達
し
て
く
る
か
は
、
早
急
に
は
判
断
で

き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
云
史
的
で
あ
る
。

な
お
、
正
枝
の
耕
雲
へ
の
対
抗
意
識
に
は
、
両
者
の
宗
教
的
な
間
置
や
、
歌

論
や
歌
自
体
の
相
違
な
ど
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
現
段

闇
で
は
、
こ
の
方
面
に
、
対
抗
意
識
の
立
脚
点
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な

い
。
注
1
　
こ
の
、
資
料
は
、
井
上
宗
雄
氏
の
発
見
に
か
か
り
「
正
広
お
よ
び
招
月
庵

の
門
流
に
つ
い
て
」
　
（
文
学
・
語
学
第
2
8
号
）
　
に
紹
介
さ
れ
た
。

2
　
こ
の
年
時
考
証
は
、
拙
稿
「
正
徹
の
伝
記
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」

（
国
文
学
致
銅
号
）
　
に
も
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

3
　
「
正
彼
物
語
」
の
成
立
は
、
皐
徳
二
年
、
正
徹
七
十
窃
頃
と
す
る
説

（
校
原
三
夫
氏
「
招
月
庵
正
徹
伝
致
抄
」
水
質
昭
1
0
～
1
3
）
や
、
文
安
五

年
、
六
十
八
歳
と
す
る
説
（
粕
谷
直
樹
氏
「
正
筏
物
語
成
立
年
代
考
」
国

語
同
文
昭
2
6
・
7
）
な
ど
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
晩
年
の
こ
と
で
あ
る
。

4
．
校
涌
長
政
氏
「
正
徹
」
　
（
日
本
歌
人
講
座
、
中
世
の
歌
人
Ⅱ
の
三
三
九

五
）

5
　
こ
の
日
賀
短
冊
は
、
学
界
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
資
料
で
あ
る
が

「
草
根
環
」
（
巻
こ
の
正
徹
の
歌
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
成
立

年
時
が
判
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
、
田
岡
橿
氏
「
崇
徳
天
皇
に
関

す
る
金
刀
比
掟
官
の
宝
物
」
　
（
「
こ
と
ひ
ら
」
昭
和
4
1
年
新
春
号
）
に
少

し
触
れ
て
あ
る
が
、
社
鶉
所
か
ら
の
伏
在
に
よ
り
、
別
に
拙
稿
を
用
意
す

72

る
予
定
で
あ
る
。

「
讃
岐
閃
名
指
扇
会
」
一
欄
巨石永
文六
蹟年
他版

一
（
拇
原
E
水
垢
）
を
、
後
に

梶
原
竹
軒
が
補
訂
し
た
も
の
。
但
し

こ
の
記
事
は
、
補
訂
掲
故
の
個
所

で
は
な
い
も
よ
う
で
あ
る
。

「
公
職
補
任
」
に
よ
る
と
、
萎
指
が
、
内
大
臣
従
一
任
で
あ
っ
た
の
は



9012

応
永
十
七
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
で
あ
る
。

細
川
溝
元
は
、
応
永
十
九
年
か
ら
応
永
二
十
八
年
ま
で
管
領
。
雅
緑
は

「
公
職
補
任
」
に
よ
る
と
、
応
永
五
年
正
月
叙
正
一
二
位
、
同
年
三
月
任
掟

中
納
言
叙
従
二
位
。
以
後
不
明
。
「
正
徹
物
語
」
の
正
二
位
は
従
二
位
の

誤
り
か
も
し
れ
な
い
。
古
典
文
学
大
系
頭
注
参
照
。

『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
窒
町
前
期
』

題
策
に
「
詠
十
五
首
和
歌
為
兼
粕
淵
三
首
耕
雲
・
宋
雅
・
為
努
」
と
あ

13
1415

2
U
171n

b
l

る
。
縦
二
十
八
・
六
匝
・
横
二
十
一
・
四
樫
の
袋
投
の
写
本
一
冊
。
．

小
杉
租
都
民
旧
蔵
で
、
駁
二
十
三
二
一
挺
・
梢
十
六
・
五
距
の
胡
媒
染

写
本
一
冊
。
崇
付
二
十
七
綾
の
耕
雲
自
笠
本
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
。

椙
時
宗
重
氏
「
花
山
院
長
烹
自
筆
本
、
雲
窓
暗
譜
に
就
て
」
（
国
語
と
国

文
学
昭
2
9
・
8
）
。
こ
の
日
㌍
原
木
は
、
現
在
、
穂
久
沼
文
踵
に
蔵
せ
ら

れ
て
い
る
か
。
（
『
私
家
集
伝
本
無
日
日
』
参
照
）
。

書
陵
郎
蔵
「
諾
家
蔵
小
岩
目
録
」
二
〇
二
二
七
〇
）
に
あ
る
、
平
滝
亀

之
家
の
目
録
と
し
て
「
畔
誓
千
首
一
冊
」
に
「
応
永
廿
五
年
蓉
依
ム
且
m
書

写
之
者
也
　
畔
雲
山
人
明
批
判
」
の
奥
吾
が
あ
る
由
、
（
井
上
宗
雄
氏
『
中

世
歌
壇
史
の
研
雲
南
北
朝
』
㌔

類
従
木
奥
書
な
ど
。

高
松
宮
家
蔵
「
相
違
」
巷
奥
臼
な
ど
（
『
頂
氏
物
語
大
成
』
巻
七
、
二

19

〓
一
夏
）
。

顆
従
本
・
校
浦
家
旧
蔵
本
の
奥
書
な
ど
（
同
前
、
二
二
頁
）
。

和
田
英
検
氏
蔵
本
・
彰
考
館
本
な
ど
奥
書
（
同
前
二
二
貢
）
（
和
田
英

校
氏
冒
昌
榊
控
之
研
究
』
二
二
二
王
～
二
五
三
頁
）
。

吾
陵
部
蔵
本
・
広
島
文
斑
大
学
旧
蔵
本
の
冒
頭
に
耕
雲
が
叢
持
に
進
上

し
た
由
が
み
え
る
。
な
お
、
寺
本
正
彦
氏
「
源
氏
小
銃
作
者
説
の
吟
味
1
主

と
し
て
那
雲
璧
説
に
つ
い
て
－
」
．
（
国
語
と
回
文
学
帽
4
1
・
7
）
参
侍
。

耕
雲
に
関
し
て
は
、
岩
佐
正
氏
「
那
賀
小
論
」
　
（
同
語
と
閏
文
学
昭
9

・
1
・
2
）
・
岩
宿
小
弧
太
氏
「
耕
昌
明
鋭
」
　
（
国
語
と
国
文
学
帽
2
8
・

1
1
）
　
に
各
々
詳
紹
な
考
質
が
あ
る
。

2
0
　
応
永
十
年
「
二
言
抄
」
　
（
和
歌
所
へ
の
不
岩
条
々
）
を
あ
ら
わ
し
、
冷

晃
派
抗
釦
の
第
二
P
を
は
な
つ
。

2
1
　
氾
田
富
蔵
氏
「
花
山
院
長
親
と
そ
の
歌
学
思
想
」
　
（
福
間
学
芸
大
学
紀

要
第
十
号
）
。

2
2
　
次
田
香
澄
氏
「
為
兼
鷺
の
性
路
と
普
心
糞
」
　
（
国
語
回
文
昭
由
・
8
）

2
3
　
斉
誼
清
花
氏
『
中
世
日
本
文
学
』
二
五
三
頁
。

2
4
　
宗
艮
親
王
は
、
二
条
為
窪
に
師
事
し
、
二
条
歌
風
を
学
ん
だ
。
ま
た
、

母
は
二
条
為
世
の
女
、
椚
従
三
位
為
子
で
あ
っ
た
。

2
5
　
小
原
幹
雄
氏
「
中
世
終
期
に
於
け
る
再
原
為
兼
評
」
（
島
根
大
学
拾
声
㌢

第
十
六
号
）
参
描
。

2
6
　
類
従
本
二
二
手
文
撞
木
な
ど
貝
毒
。

2
7
　
史
特
損
茹
H
一
四
一
玉
。

錆
　
了
俊
の
投
吾
は
通
説
で
は
、
応
永
二
十
七
年
と
さ
れ
る
が
、
応
永
二
十

五
年
七
月
の
、
正
徹
の
「
な
ぐ
さ
め
茸
」
に
「
故
伊
予
守
入
道
了
俊
在
世

の
時
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
投
し
た
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
桧

原
三
夫
氏
前
掲
論
文
・
荒
木
借
氏
「
今
川
了
使
先
む
」
叫
、
u
文
論
控
文
科
編

第
8
号
な
ど
参
招
。

2
9
　
続
類
従
本
二
一
十
輯
上
、
二
一
一
二
玉
。

3
0
・
3
1
　
五
山
文
学
全
琵
所
収

3
2
　
東
大
史
料
楕
㌫
叫
所
蔵

3
3
　
岩
波
文
瞳
「
違
歌
論
真
上
」
三
一
六
～
三
一
七
五
。

3
4
　
拙
稿
「
正
徹
の
識
棺
説
と
軍
痘
顆
没
璧
㌶
在
の
考
票
」
（
中
世
文
芸
3
0
竺

×

　

　

　

　

×

　

　

　

　

×

な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
全
回
大
学
堅
露
国
文
学
会
秋
季
大
会
（
於

山
形
大
学
）
で
発
表
し
た
も
の
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
（
昭
和
四
十
二

二
二
二
一
十
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
広
島
大
学
大
学
院
学
生
－
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